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概要 （600 字～800 字程度にまとめてください。） 

 本研究では、アミノ置換ジヒドロアザボラアントラセンの合成とその機能性について研究を行った。塩素置換ジヒド

ロアザボラアントラセンに対してリチウムジアリールアミドを反応させることでジアリールアミノ基がホウ素上に置換

したジヒドロアザボラアントラセンを初めて合成した。この単結晶構造解析から、ホウ素上に置換したジアリールアミ

ノ基は B-N 結合に対して 40º程度ねじれた構造をしていることがわかった。また対応する B-N 結合の結合長は単

結合に比べて短縮している。これらの構造的特徴は、ホウ素－窒素間に部分的な二重結合性があることを示して

いる。合成したアミノ置換ジヒドロアザボラアントラセンの分光測定から、ヘキサン中では 390 nm に吸収極大、433 

nm に極大をもつ発光が観測された。次に極性の高いジクロロメタン中で分光測定を行ったところ、392 nm に吸収

極大が観測され、この値はヘキサン中での測定結果と一致しているのに対して、発光は顕著に長波長シフトしてお

り、その極大波長は 496 nm と見積もられた。これは従来のジヒドロアザボラアントラセンが、その剛直なπ骨格に

由来したストークスシフトの小さい発光を示すこととは対照的な結果である。この発光の長波長シフトについて理論

計算を用いて考察を行ったところ、基底状態ではねじれた B-N 結合をもつアミノ置換ジヒドロアザボラアントラセン

が励起状態では、B-N 結合が直交したねじれ型電荷分離構造への構造変化を起こしていることが示唆された。極

性溶媒中ではこの構造緩和が支配的になり、発光の長波長シフトが起こったものと考えられる。以上の研究より、

ジヒドロアザボラアントラセン骨格に対してアミノ基を導入することでストークスシフトの大きい発光が得られることが

わかった。ジヒドロアザボラアントラセンは強い発光を示すことから、発光材料として期待されており、その発光をア

ミノ基の導入により大きく変化させることができることが本研究により示された。 
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英文抄録 （100 語～200 語程度にまとめてください。） 

 In this research, we investigated the synthesis and characterization of 9-aza-10-bora-dihydroanthracene 

bearing the diarylamino-substituent. The reaction of chlorine-substituted dihydroazaboraanthracene with 

diarylaminolithium gave the diarylamino-substituted dihydroazaboraanthracene. Based on the X-ray 

crystallographic analysis, the B-N bond of diarylamino-substituted dihydroazaboraanthracene was twisted 

probably due to the steric repulsion between diaryl-amino group and azaboraanthracene moiety. On the other 

hand, the B-N bond distance was shorter than the B-N single bond, indicating the unsaturated character. The 

spectroscopic analyses showed the unique solvent effect. In hexane, the absorption and emission bands of 

dihydroazaboraanthracene were observed at 390 and 403 nm, respectively. On the other hand, in dichloromethane, 

the emission was observed at 496 nm, being significantly longer than that in hexane. Based on the theoretical 

calculations, the red shifted emission would be explained by the twisted intramolecular charge transfer (TICT) 

mechanism. In polar solvent, such as dichloromethane, the TICT excited state of diarylamino-substituted 

azaboraanthracene was stabilized to show the red-shifted absorption. While the azaboraanthracenes are known 

to show strong emission with small stokes shift due to the rigid framework, the substitution of amino group toward 

azaboraanthracene framework changes the emission property to have large stokes shift.  

 

 


